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まず, 土壌条件および播種条件と発芽 ･曹立ちとの関係, 箇立ち密度と穂数および収量との関係, 施肥
法などに関する栽培学的研究の結果, 散播水稲では有効穂数は主として苛立ち密度によって支配されるこ
と, 適正な苗立ち密度はm 2当り100- 200株の範囲内にあること,追肥重点の施肥によって秋まきり的な生
育相をたどり登熟が良好になることなどを明らかにしている｡























(4)生育が早生型化し開花日数が短縮し, もみ ･わら比率が高まり, また, 1茎当り根数 ･根重が増
し根の活力が高く維持せられ登熟が良好となる｡
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